
マテリアリティ（重要課題） 

脱炭素社会への移行のためには、物流の各工程で多くの温室効果ガスを排出す
る物流分野における排出量削減が必須です。国際物流事業本部は、国内外の
パートナー企業と協働し、サプライチェーン全体での脱炭素化を目指します。

サプライチェーン全体での
脱炭素社会への貢献

西鉄グループ※ 重要課題 NNR グローバル・ロジスティクス　マテリアリティ（重要課題） 関連SDGs

環境と調和ある
事業活動の推進

安全・あんしんの追求

持続可能で活力ある
まちづくりの推進

お客様満足の向上

働きやすい・働きがいのある
職場づくり

人権の尊重

コーポレート・ガバナンス

コンプライアンス

国際物流事業本部の重要な役割は、お客様の物品の価値を損ねることなく安
全・確実にお届けすることです。これらは社会のグローバル化によって必要性
がますます高まっており、私たちは国際物流サービスの向上に努めます。

高品質で安全な
サービスの提供

物流業界には、国内だけでもドライバー不足への対応や効率化という多くの課
題があります。これらを解決するためにデジタル化による社内外の業務効率化
や物流最適化に加え、デジタル技術を活用したサービスの高度化により、お客
様へ新たな価値を提供します。

DXによる
物流サービスの革新

人権に関する負の影響を引き起こしたり助長したりすることを回避し、そのよ
うな影響が生じた場合にはこれに対処します。また、グローバルに広がってい
る国際物流事業、お取引関係によって直接的につながっている人権への負の影
響を防止又は軽減するよう努めます。

あらゆる人権の尊重

グローバルに展開する国際物流事業本部のサービスには、国籍、人種の多様性
はもちろんのこと、多様なニーズに対応する柔軟性など、様々な多様性が必要
です。そういった多様な考え方・バックボーンを持った人財を確保・育成すると
ともに、ひとりひとりの強みを活かし協力し合える職場づくりを目指します。

多様な人財が働きがいを
もって活躍できる
職場づくり

海外拠点を含めたコンプライアンス（情報セキュリティを含む）の統制と 
グローバルベースのサステナビリティの取り組みの向上を目指します。

公正・誠実な
事業活動の推進

※西鉄グループ：85社1学校法人（西日本鉄道（株）を含む）


